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［研究ノート］
「外国にルーツを持つ」日本人大学生の
アイデンティティ形成過程
～ことばとアイデンティティの関係から～
小張　順弘
1．はじめに
　「国際化」「グローバル化」という言葉をよく耳にするが、私たち暮らしの
中でも「多民族」「多文化」「多言語」状況を身近に感じる機会は増えてい
る。留学、国際労働、国際結婚、移民などの様々な形態を通じて日本に在住
し、在日コミュニティがゆるやかに形成され、地域の特殊事情を背景として
エスニック・コミュニティも国内各地に点在している。「内なる国際化」が
着実に進行する中、「日本人」という画一的なイメージは崩れつつあり、「多
民族化する日本」「多様性を含む日本人像」への新たな認識が求められてい
る。歴史的に形成されてきた「単一言語」「単一民族」「単一国家」というの
は幻想であることも指摘されている 1）。
　その一つの事実として、2006 年（平成 18 年）の厚生労働省の出生統計 2）
では、およそ新生児の 30 人中 1 人は外国につながりを持つ子どもが存在す
ることが明らかになった。彼らの存在が日本で顕在化するにつれ、彼らの背
景や現状を取り上げた一般向け書籍も出版された。アメリカ人と日本人と
の間に生まれた子どもに注目し、アメリカ系アジア人、アメリカ系日本人
の実態を描いた『アメラジアンの子供たち』3）、日本社会における国際結婚
の増加を背景に可視化しつつある「ハーフ」「ミックス」の存在を取り上げ
た『ハーフはなぜ才能を発揮するのか』4）、『ハーフが美人なんて妄想です
から !!』5）などが例として挙げられる。また、雑誌などでも「ハーフ特集」
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が組まれ、日本社会での奇妙な経験談が紹介され、「多様化する日本人像」
の一面が紹介されている 6）。「ハーフタレント」を身近に感じる機会も増え、
「一般的な日本人イメージ」との容姿のギャップをアピールする「ハーフ芸
人」も娯楽番組などで活躍している。
　多言語化する社会への関心の高まりは海外の多言語社会や多言語話者の研
究にとどまらず、変容する日本社会の多文化・多民族・多言語状況に関する
研究が様々な分野で取り組まれており、共生社会の確立を目指した政策提言
も行われている 7）。教育現場も例外ではなく、「国際化」「グローバル化」へ
の取り組みが喫緊の課題として指摘されている。
　現在の大学の教室を見てみると、名簿上や教育活動上で便宜的に使用され
ている「日本人学生」と「留学生」という単純な二項対立では捉えきれない
状況が生じており、「日本人学生」には海外での学習経験を持つ「帰国子女」
や国際結婚を家族背景とする「外国にルーツを持つ学生」もいる。「留学生」
であっても、大学進学を契機に来日した者、家族の諸事情により初等・中等
教育から日本で学び始めた者、日本で生まれ育った者も在籍し、彼らの日
本社会や日本語に対する精通度には個人差が認められる。「日本人学生」と
「留学生」という国籍を基準とした区別では捉えきれない多様性を持つ学生
たちが、共に学んでいる日常がある。筆者が担当するゼミや講義科目にも
「日本人学生」「留学生」がいるが、この学生に対する二項対立の認識では捉
えきれない外国にルーツを持つ日本人学生の存在が気になりはじめた 8）。彼
らの「ハーフ」9）として日本社会で過ごしてきた固有の経験を連想させる言
動に触れることで、考えさせられる点や課題意識を持つに至った。
2．研究ノートの構成
2.1　目的
　外国にルーツを持つ日本人学生を認識する過程の中、フィリピンにルーツ
を持つ学生も多いことに気づくこととなった。筆者の専門とする分野は言語
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学（社会言語学、応用言語学）に大別され、主にフィリピンをフィールドと
してきた。「フィリピンつながり」ではないが、フィリピンにルーツを持つ
学生への気づきや教室内外を通じたやり取りをする機会が増し、彼らが持つ
多様な個人背景への認識や理解を徐々に深めていった 10）。本研究ノートで
は、確立した研究枠組や分析視点から設定したテーマについて学術的に明ら
かにする方法を用いず、フィリピンにルーツを持つ日本人学生の生活史の一
端に触れた中での気づきを整理し、「ことば」との関連性に着目しながら今
後の研究課題や分析視点の確立に取り組んでみたい。
2.2　調査協力者（国際関係学部大学生 3名）
　国際関係学部大学生 3 名（A さん 20 歳女性、B さん 21 歳男性、C さん
21 歳女性）11）に本調査への協力を依頼し、個別に話す機会やグループで意
見交換する場を設けた。以下、調査協力者の「出身地」、「家庭言語（家庭で
の使用言語）」、「母親の出身地」、「母親の言語能力」、「兄弟の有無」、「フィ
リピンとのつながり」の項目について簡略にまとめた。（図 1）
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妹
・カトリック信者
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日本語
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図 1　調査協力者の背景　
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2.3　生活史に関するデータ収集方法
　授業内外でのやり取りを通じて調査協力者の個人的背景について理解を深
めていったものの、その時々で記憶に残った断片的な情報をつなぎ合わせる
という状況があった。彼らに対する理解をより深めていきたいとの思いか
ら、ある程度個人的背景に関する情報を得る必要性を感じ、調査協力者が自
分自身について振り返る作業を導入することにした。
　自らを「在日フィリピン系二世」と名乗る小菅真人さんが執筆した「ワ
タシを紡ぐ『多文化教育』―自らのルーツを辿りながら」と題するエッセ
イ 12）を課題とし、読書後の感想と自分への振り返りを促した。このエッセ
イで小菅さんは、現在までの自己の軌跡を振り返りながら成長の各段階での
経験や気持ちを整理し、多文化共生社会のあるべき姿について思索をめぐら
せている。
　このエッセイを読書課題として導入した背景には、以下の主な理由があ
る。第一に、作者である小菅さんの成長過程に従い構成されており、研究論
文のアンケートやインタビューに見られる断片的データの抜粋ではなく、調
査協力者にとって読みやすい形式であったこと。第二に、「在日フィリピン
系日本人二世」としての体験を持つ小菅さんの自己体験が紹介されており、
類似した個人背景を持つと思われる調査協力者にとって、今までの自己の軌
跡との関連性を見出しやすい内容であったこと。最後に、調査協力者が自分
の生活史を作成する際、モデル文体（エッセイ形式）となりえることが挙げ
られる。読書後の課題として、感想と自分の今までの経験への振り返り（生
活史）について自由記述方式での作成を調査協力者に依頼し、後日提出する
という方法で実施した 13）。
3．調査協力者の感想と生活史
　ここでは、課題エッセイへの感想、成長段階に応じた経験、言語・文化と
の関連性が認められる内容をもとに、調査協力者の生活史の整理を行う。
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3.1　課題エッセイへの感想
　課題エッセイへの全体的な感想は、3 名とも共感できる部分が多いという
ものであった。A さん（①）は、日本社会における「ハーフ」としての類似
経験への共感を以下のように表している。
①
ハーフというだけで他人とこんなにも同じ気持ちを経験したり、共感できることが
あるとは思わなかった。生まれた年も違うのに不思議だと感じた。…［略］…　普段、
話が分かる人が周りにいないので、今回このような記事を読むことができてうれし
かった。（A さん）
3.2　小学校までの経験
　エッセイ作者の小菅さんと似た経験をしたことがあるとの指摘が多く見ら
れたが、とりわけ学校での三者面談に父親が参加していたというエピソード
に対する共通体験が言及されていた。A さん（②）と C さん（③）は、当
時の様子を次のように振り返っている。
②
小菅さんの記事を読んで、自分もこの体験した ! というのが、担任との三者面談の
ことだ。まわりの同級生は母親ときていたのだが、私の場合は父だった。理由とし
ては、小菅さんの場合と同じで、日本語を理解することに不安が少しあったからだ。
普段日常生活をおくる分には母の日本語は問題ない。しかし、進路のこととなると
不安もあったので父と一緒に面談をしていた。進路のことをまったく母に相談しな
かったわけではないのだが。（A さん）
③
筆者が体験したように日本人の母親が学校に関することを管理してくれますが、も
ちろん私の家庭では父が代わりに担ってくれました。どこかで本当は他の家みたい
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に母親に頼りたいこともありましたが、必ず父親が外人のママには難しいからそん
なこと言うものじゃないと叱られたこともありました。その経験から私は母に頼る
のをやめて、最低限の事は自分で判断して物事をこなすことを決め、最後に父親に
頼るという形になりました。（C さん）
　上記経験談からは、家庭における父親と母親の役割分担、外国人である母
親の存在への認識を持ち始めたことが伺える。また、母親の異質性の認識
は、自分の進路を決める際などの自立心の芽生えや父親への依存傾向などに
も関係していることが示唆されている。B さん（④）の場合は、日常生活の
中で母親が「ガイジン」であるとの認識を持ち始め、小学校の頃には「自己
の異質性」を認識していたと記している。
④
この筆者が小学校の時に、感じていたことを私も感じたことがありました。幼稚園、
小学校と徐々に自分が作られている頃に、私の母親はガイジンという意識が高まっ
ていきました。電話で話しているときの理解できない言葉、歳を重ねるにつれて私
の日本語を理解できない母親、そのような度重ねで、学校での連絡事項を必然的且
つ自然に父親に伝えていた私がいました。したがって、小学校の頃は、私は他の人
とは違うと強く思うようになりました。（B さん）
　母親の異質性の認識は、調査協力者の成長の各段階において複雑な感情と
結びついてきたと思われるが、A さん（⑤）と B さん（⑥）は、母親に対
する尊敬の念を以下のように記している。
⑤
学校行事等にまわりの日本人の母親と同じように私の母も参加していた。一緒に八
木節という踊りを踊ったり、授業参観に来てくれたりしていた。私の母親は妹の部
活動を積極的に見に行ったり、同級生の母親とコミュニケーションをとったりして
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いたので、そういった面で私は母を尊敬している。…［略］…　記事を読んでいて、
ああ、こんなことも幼いころあったな、だとか、母の努力が改めてわかった。私が
感じていることだが、フィリピン人の女性はとても努力家だということだ。（A さ
ん）
⑥
慣れない日本語ながらも積極的に日本文化や話に入り込む母親を、筆者同様に私も
誇らしく感じていました。（B さん）
　上記から、国際結婚家庭における両親の役割分担が存在し、子育てにおけ
る父親が果たす役割の特徴が伺える。日本社会で「ガイジン」とされる母親
の異質性、日本語能力の不足が背景にあると考えられるが、父親が家庭とコ
ミュニティとを結ぶ役割、子どもの成長に伴う助言を行う役割を担ってい
る。「ガイジン」である母親の存在は、自己の異質性への気づきを促す要因
ともなりえるが、必ずしも母親への否定的認識と結びつくものではない。文
化・言語差を乗り越えて日本社会へ積極的に参加しようと努力する母親の姿
に対して、むしろ肯定的な感情を抱いている。
3.3　中学校から高校までの経験
　B さん（④）の場合では「ガイジン」である母親の存在が「自己の異質
性」への気づきを促す契機と記されているが、C さん（⑦）は学校教育にお
ける社会化の過程で周囲との違いを強く意識する経験をした。C さんが通っ
た都内小学校と中学校には国際家族背景を持つ同級生がクラスに数名存在し
ていたこともあり、「ハーフ」に対する理解があるように感じ、自らの存在
に対しても違和感を待たずに小学校と中学校での学校生活を送っていた。し
かし、高校入学後の以下の出来事を通じて、自分が異なる存在であることを
意識することとなり、周囲との関係性を築くことに消極的になっていった。
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⑦
これまで順調に過ごしていたにも関わらず、高校一年生の時初めて自分は普通の子
じゃなんだっていう自覚を持つことになります。ある日、英語のクラスでテストが
返されていた時にある女子生徒が言った一言が今でも忘れられない上に、自分の中
で眠っていたものと向き合うことにもなりました。「ハーフの子って英語出来るから
いいよね、ハーフになりたい、アメリカとかイギリスとかさ、でもタイとか『フィ
リピン』とかアジア人は嫌だよね」と言っていたのです。私は自分からフィリピン
のハーフだということを公言していなかったからこそ素で言い放すことが出来たの
だと思いますが、いままでそういう風に思う人に出会ったことのなかった私は、驚
愕したのと同時に怒りと悲しみが混ざったような思いに駆られました。そして初め
て自分の中にフィリピンのアイデンティティが残っていることに気づきました。高
校での経験により、私は他とは違う、周りはフィリピンにたいして悪いイメージを
持っている人ばかりだという思いで次第に周囲と距離を置くようになり、クラス
メートに馴染むことなく過ごしていました。（C さん）
　B さん（⑧）は周囲の人々と距離を置くのではなく、より積極的に関係性
を築くことを選んだ。幼い頃に「自己の異質性」のために受けたいじめの経
験から、周囲からの奇異の目に晒される前に自ら周囲の注目を集めること
で、自分を認めてもらうという人間関係構築の処世術を身につけてきたのか
もしれない。しかし、高校時代までは自分へのコンプレックスを抱き、自ら
の出自に関しては積極的に表明しなかった。
⑧
小学校の時は、周りの人とは違うこともありそれを面白がる子に言葉の暴力を中心
にいじめにあったりもしました。しかしながら、私は負けず、人より目立てばいじ
めは止まると思いやってきたことが、今の私を構築していくきっかけとなったのか
もしれません。高校生まで、ダブルであることがコンプレックスだった私は、多少
周りとは違う顔なので「××君ってハーフなの ?」と聞かれない限り、自らダブル
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ということを明かしませんでした。（B さん）
　時期や具体的経験は異なるが、調査対象者は「自分の異質性」を認識する
機会をそれぞれ持ち、「自分は何者であるのか」というアイデンティティに
関する問いと向き合ってきた。同質化を強く求める力が働く教育の場で、自
分なりに周囲との距離を測りながら、この問いに向き合い、答えを模索して
きたことが垣間見られる。
3.4　大学入学後から現在までの経験
　高校卒業後、調査協力者は大学へと進学した。高校までの経験と比べて、
大学生活は開かれた世界のように感じたようである。C さん（⑨）は、国際
関係学を学びたいと考えた理由を以下のように述べている。
⑨
大学を受験する際に、私は自然と多文化、異文化を学べる学部が良いなと思ってい
ました。自分がハーフだったからこそ海外に興味を持っていたのはもちろんですが、
加えてフィリピンのことをもっと知ることにより自分のことを堂々と胸を張って過
ごせるようになるピースを手に入れたいという思いと、小学校・中学校で過ごした
時のように様々な国籍の人と一緒に学び、また海外や外国人に対して興味があり寛
容な人たちに混ざって過ごしたいという思いがあったからです。（C さん）
　B さん（⑩）は、周囲の人々が自分を受け入れてくれる環境を大学で見出
したと感じ、今まで積極的に表明することのなかった出自を明かすように
なったという。自分を取り巻く環境の変化に伴い、「自己の異質性」に対し
て肯定的な評価をとる姿勢が伺える。また、大学という新たな環境の中で
「自分らしさ」を感じているようである。
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⑩
縁があって国際関係学部に入学して国際関係に興味があって学ぶ人にフィリピン人
と日本人のダブルについて悪く言う人はいないと思い、自己紹介などで自分がダブ
ルであることを明かすようになりました。…［略］…　今は、みんなが興味を持っ
てくれて、ダブルであることを隠す必要がなくなり、肩の力が抜け気持ちよく生き
ています。運命的にこういう環境で育った、良い意味で周りとは違う私を誇りに思
い、大切にしていきたいです。（B さん）
　また、C さん（⑪）は日本社会に存在する周囲が「ハーフ」に対するステ
レオタイプ像に悩まされながらも、大学では自分の存在を積極的に主張し、
周囲に認めてもらうことの大切さを感じている。ありのままの自分を受け入
れてもらうことで、今までの心理的葛藤から開放されるという感覚も得てい
る。大学生活や様々な社会的経験を経ることで、日本社会に限定された周囲
との関係のみにとらわれることなく、より広い視野から自分の存在と向き合
うことができるようになった。今までの経験をもとに、多文化教育を通じて
自己理解を深める必要性、また周囲の人々が持つ誤解を解消するために多文
化理解を深める必要があることを指摘している。
⑪
大学に入学して求めていた環境と学びたいことを学べているので満足しています。
それに私も筆者と同様に、自己紹介の時にフィリピンのハーフであることを盛り込
み、フィリピン国籍だったときの名前を披露することでニックネームとして呼んで
くれるので、すっと受け止めてくれたことがすごく自分にとって嬉しかったです。
国際関係学部に入学したことあるだけ否定的な考えを持つ生徒にあったことがない
ですし、私が誰であるかを気にする人がいないことがすごく安心します。それは高
校時代に私は完璧な日本人ではないけどフィリピン人でもないどっちにもつかない
人間なのだという葛藤から放たれた気もします。…［略］…　日本という枠でみた
らハーフは生きづらい環境かもしれないが世界的にみたらちっぽけなんだと思える
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ようになりました。自分が誰なのか問う必要もなければ、あなたは何人だからこれ
が出来て当然ですよねという概念は、海外では少ないという事実が私の励みになっ
た気がします。きっと十数年後、さらにグローバル化が進むことで私のような葛藤
を経験する人が必ず現れると思うのです。そういったときに私のような人間が自ら
多文化教育を受けて自己理解を深めるだけではなく、周りの人間みんなが多文化理
解を深める必要があると思います。そうすることがお互いにとって勘違いもなくな
り一緒に歩める世界になるのではないかと思います。（C さん）
3.5　言語・文化継承に関する経験
　上記では調査協力者の多様な背景や経験、成長過程で抱いた様々な感情が
見えてきたが、ここでは「ことば」に関連する記述に着目したい。幼稚園入
学前に数年間フィリピンで過ごした経験がある C さん（⑫）は、母親によ
ればフィリピン言語を幼少期には話していたという。その後、日本で暮ら
すことになり、日本語を生活言語としてきた。外国にルーツを持つ背景か
ら、日本語以外の言語能力を保持しているであろうという周囲から思われる
ことが多々あった。「ことばとアイデンティティ」の一般的な関連性への理
解は示すものの、「ハーフ」はバイリンガルであるというステレオタイプと
「ハーフ」であるモノリンガルの現実との隔たりに違和感を覚えてきた。
⑫
筆者も体験しているようにタガログ語が話せないと言うと、なんでお母さんは教え
てくれなかったのというやり取りは、数えきれないくらい経験しました。その度に
話せない事の何が悪いのか、必要がなかったから言語が消滅することもあるのだよ
と教えたくなる時もあります。でも日本人には分かりづらい感覚だからしかたない
のだと飲み込むようになっていきました。（C さん）
　C さん（⑬）は現在、自らの出自との関係を象徴的に示す言語（母親が使
用する言語）の能力はもっていない。幼少期、自分自身の存在を受け入れて
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くれる環境にあったために、自然と「日本人」としての意識へ傾いていった
という。しかし、「自己の異質性」に気づかされる経験を経て、自分の存在
に関する問いを意識した。普通の日本人とは異なる自分を意識しながらも、
長年にわたり日本社会で育ってきた自分を「日本人」であると認識してい
る。フィリピンとのつながりを感じているが、その関係は言語的に継承され
ていない。C さんは現在でも年 1 回程度はフィリピンを訪問しているとのこ
とだが、現地でのコミュニケーションは英語を使用しているという。
⑬
小学校、中学校では、一人の人間としてごく普通に授業を受け友達と過ごしてきま
したが、その間に日本人として同化していった自分がいた事実と、女子生徒の一言
で目覚めたフィリピン人としてのアイデンティティの存在によって、私は何者なの
だろうと問うこともありました。生まれも育ちも日本ですが、貴重な幼少期をフィ
リピンで過ごしたことで日本よりもフィリピン人的感覚や文化を身につけたことで
私の核となる部分はフィリピンに近いと思うのです。でも核を覆う部分には日本で
様々な経験したことで培った言語や慣習もまた身についているので、結果私は日本
人なのです。だとしてもフィリピンのアイデンティティを持っていても私は現地の
言語を話せません。また日本人ではありますが一般の日本人家庭のような体験には
欠けていると思うのです。（C さん）
　A さん（⑭）の言語への意識は、母親の出身国であるフィリピンとのつな
がりのあるフィリピン言語の継承へと向かうのではなく、外国とのつながり
を英語に求める傾向が読み取れる。
⑭
生まれも育ちも日本なので、タガログ語は話せません。母も教えようとしなかった
ので。しかし、母が外国人ということもあり、幼い頃から他人と違うと感じていた
こともありますが、英語を学ぼう、外国のことを勉強してみようと思ったのも母の
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影響です。…［略］…　私は幼い頃、日本語はもちろん、英語も同時に教えられて
きたらしいです。しかし、月をさして “moon” と祖母の前で言い、きょとんとした顔
の祖母を見て、母は英語を教えることをやめてしまったとのことです。母がもしこ
の時点で英語を教えることをやめていなければ、私はきちんと英語を話せるように
なっていたかもしれません。（A さん）
3．論点の整理
3.1　アイデンティティ形成要素としてのことば
　調査協力者の日本社会における位置づけを整理するために、他のカテゴ
リー集団との「日本人らしさ」の比較を以下の 5 項目（国籍、言語、文化、
血統、容姿）に従って整理し、異質性の有無を簡略に確認してみたい。「日
本人らしさ」という概念自体が虚構であるとの指摘もあるが、ステレオタイ
プと現実との意識のずれを明確にするために便宜上使用する。各項目におい
ても多様性が存在する状況（外国人の個人差、在日の世代間格差、言語・文
化精通度、容姿など）があるが、日本社会に存在する一般的イメージを想
定して整理を試みる。国籍は日本国籍と外国籍、文化は日本文化とその他
文化、言語は日本語と外国語を基準とした異質性または混在性を指す。血統
では、血統主義を採用する日本の国籍法との関連、文化（民族文化）との重
複、民族や人種という概念自体の妥当性への疑問 14）もあるが、ここでは民
族的・人種的背景を部分的に含む「日本民族の血」の有無を基準とした。容
姿は個人差が認められるが、一般的イメージに沿って記載した。
　外国人、在日、帰国子女、ハーフなどへの関心は、日本社会の同質性（同
化を求める社会）における異人としての歴史的経緯や項目別の「日本人らし
さ」の異質度によって認知度も変わるが、上記の表からは今回の調査協力者
は血統と容姿を除き、国籍、言語、文化的に日本人とほとんど変わらない状
況があり、他集団よりも「日本人らしさ」に限りなく近い状態にある。ま
た、周囲との関係の中、「日本人」としての認識を強く持ち、自らの出自を
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表明することをためらう日比青年も存在する 20）。C さん（⑬）のように、日
本人として自覚を持ち（日本語能力保持）、フィリピンとのつながりを感じ
ながらもフィリピン言語は理解できない状況に対して、言語データを利用す
る言語学的アプローチでは扱いにくい。言語意識 21）概念を用いた社会心理
的手法のみが、「ことばとアイデンティティ」の関係に迫ることができる事
例となっている。
3.2　「ハーフ幻想」に揺らぐアイデンティティ
　主観的概念である文化的アイデンティティに関する調査では、日比二世の
特徴は二文化が共存しているというより、混沌としたなかで揺れ動いている
状態にあると指摘し、日比青年の文化的アイデンティティが顕在化されてい
ないことと、エスニック・コミュニティへの所属意識が低い状況が考えられ
るという。また、この背景には日本社会におけるフィリピンに対する否定的
イメージや間接的な被差別体験が関連していると推測している 22）。
　今回の調査協力者は「ハーフ」としての自己認識も持っているが、一般的
な日本人との共通点が多く見られ、「日本人」としてのアイデンティティ意
識を持っている。しかしながら、フィリピンにルーツを持ちながらもフィリ
ピン言語の能力を保持していない現実から生じる「ことばとアイデンティ
名称 国籍 言語 文化 血統 容姿
日本人 15） 〇 〇 〇 〇 〇
外国人 16） Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ △ / Ｘ
在日 17） Ｘ 〇 〇 Ｘ △ / Ｘ
帰国子女 18） 〇 △ △ 〇 〇
ハーフ 19） 〇 / Ｘ △ △ △ 〇 / △
調査協力者 〇 〇 〇 △ 〇 / △
図 2　「一般的な日本人イメージ」とのズレ
〇＝日本人性、△＝日本人性＋異質性、X ＝異質性
＊福岡安則（1993）『在日韓国・朝鮮人』（5 頁）を参考に一部加筆修正して作成。
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ティの不一致」という感覚を抱いている（または、抱かされている）こと
は、このずれから生じる「ハーフ」としての言語アイデンティティの欠如に
対して揺れ動いているともいえる。自分のルーツがある母親の出身国とのつ
ながりを確認する明確な言語的・文化的要素を持たない現実と、血統的に日
本とフィリピンにルーツを持つ自分との間の「意識のずれ」が存在している
と考えられる。
　また、このずれの感覚は日本社会に存在する「ハーフ」のステレオタイプ
像とも密接に絡んでおり、C さん（⑫）のようにフィリピン言語の能力につ
いて頻繁に問われてきた経験（客観的視点）や、C さん（⑨）や A さん（⑭）
のように、出自に起因するフィリピンを含めた外国の言語・文化への興味
（主観的視点）など、「ハーフ」のステレオタイプ像への気づきが読み取れ
る。「理想的なハーフ像（ハーフ妄想）」23）により、彼らは周囲から「ハー
フ」として期待されることや、自らが「ハーフ」として振舞うことを意識せ
ざるを得ない環境の中にいる。言語的には、外国語堪能であるバイリンガル
という周囲からの期待と日本語を使用して暮らしてきたモノリンガルである
自分とのずれが、周囲から一方的に押し付けられる「ハーフ妄想」への苛立
ちや、周囲が抱く理想の「ハーフらしさ」と自分の持つ「日本人らしさ」と
のずれを埋めたいという願望を起こさせるのかもしれない。さらに、この背
後には日本の「バイリンガル幻想」24）の影響も少なからず作用していると
思われる。
　日本人が抱く「ハーフ妄想」を言語意識との関連で読み解くならば、
「ハーフ」というステレオタイプ化された人物像（言動や外見などの属性）
によってその人が使用すると思われる言語変種を想定して行動するという
「知識の中のバリエーション」として分析することが可能であろう 25）。また、
日本社会で暮らす「ハーフ」が持つ言語意識に着目することで、日本におけ
る「ことばと社会」の関連性の一端を知る手がかりとなりえる。
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3.3　家庭内の言語使用と継承語
　国際家族の言語使用は二つの言語と二つの文化を習得するような印象があ
るが、必ずしも二言語・二文化を同程度に継承するわけではなく、どちらか
の言語・文化が（一言語・一文化）が主に継承される場合や、継承される言
語・文化が途中で変化する場合もある。この言語・文化継承へ影響を与え
る主な要因として、「居住地の言語・文化（の重要性）」「親の志向性」「言
語・文化・教育に関する親の考え方」「家族の経済状況」などが指摘されて
いる 26）。家庭での言語使用は言語学習の基礎となり、家庭を取り巻く地域
社会への参加にも必要となる。国際家族では、家庭内での言語使用、子ども
の言語習得に関して、両親の決断が大きく影響するのである。
　夫日本人、妻外国人（アジア諸国出身）の国際家族を対象とした家庭内使
用言語の調査では、二つの文化を継承するダブルの子どもにとって自尊感情
を育むために両親それぞれの言語は等しく尊重されることが望ましいとされ
る一方、日本社会でのそれぞれの言語の「流用性」「価値づけ」を基準に日
本語を主に使用し、母親の外国語（特に東南アジア諸言語）を軽視する傾向
が明らかにされた。英語を家庭内の共通語や子どもの教育言語として使用す
る場合もあると指摘されている 27）。
　また、夫日本人、妻フィリピン人を対象とした同様の調査では、フィリピ
ン言語は使用されずに、日本語一辺倒になる特徴があるとしている 28）。家
庭内での言語継承では、調査協力者は必ずしもタガログ語やフィリピン諸語
の言語力保持へとは結びつかない環境にいることが伺える。C さん（⑭）の
母親は、日本語のみを使用する家族・親族の存在、日本語でコミュニケー
ションが行われる地域社会・学校社会への参加の必要性を感じ、限られた社
会的ネットワーク以外で外国語を使用する環境はほとんどなかったのかもし
れない。また、子どもの将来を考えたときに、日本での生活基盤確立を前提
にして日本語を重視し、外国語を子どもに教えようとするよりも自らが日本
語を習得する言語的同化へと向かったと考えられる。家庭内での外国語使用
は子どもの日本語習得への悪影響があると感じ、将来的にも外国語使用の利
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便性を見出せないとの考えが背景にあったのかもしれない 29）。
　家庭内で日本語を使用する傾向にある日比国際家族で興味深いのは、（1）
親の言語に関する子どもへの教育方針、（2）第一・第二世代の言語使用と言
語意識である。世代別の言語使用傾向を一般的に見ると、第一世代である
フィリピン人の母親は日本語への同化傾向が強く、第二世代の子どもは日本
語使用が優勢の環境の中にある。第一世代の母親は、日本の言語状況を冷静
に観察して英語を積極的に使用することもあり、日本社会の英語重視という
状況の中で英語のイメージを利用することで、東南アジアに対する否定的
なイメージを肯定的なものへと転換させる場合もあると指摘されている 30）。
英語を公用語とする多言語社会フィリピンからの言語資産を持つフィリピン
人が、日本において英語を戦略的に使用していると読み取ることができる。
しかし、第二世代は日本語を習得し、学校教育を通じて社会化を経験してき
ている。概して母親への感情は肯定的 31）であり、断片的に母親が持つ文化
の影響も見受けられるが、母親の持つ「文化資本」の枠の中で成長し、その
影響を受け継ぐ「文化的再生産」の機会が失われているようである 32）。
　家族という視点から家庭内の言語選択の背景事情を明らかにすることは、
「ハーフ」が向き合う言語使用の現実を理解する上で重要な視点となる。ま
た、家族の構成員である第一・第二世代の言語選択・言語使用の実態比較
は、両国の言語・文化背景を反映する独特の特徴が散見される日比国際家族
においての言語・文化継承のメカニズムの解明に寄与すると思われ、他国出
身者の国際結婚家族のケースなどとの比較も可能となる。
　さらに、家庭内の言語選択・言語使用の解明のみならず、母親とのつなが
りを示す象徴としての「継承語（heritage language）」33）に対する「ハーフ」
の言語意識という視点が注目に値する。バイリンガル教育の科学的正統性は
研究レベルでは明らかにされているが、家庭での実践には様々なコストがか
かり容易ではない。調査協力者は、母親が有するフィリピン言語とのつなが
りを保持していない状況にあったが、この言語継承の断絶に対してどのよう
な感情を抱いているのであろうか。また、日本の学校教育を経て社会化する
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「ハーフ」にとって、外国にルーツを持つ父親 / 母親の言語の能力を保持す
る / しない、保持したい / したくないとの思いを抱くのはなぜなのか。場合
によっては、なぜ英語（直接的なルーツではない言語）に対する肯定的意識
を持つに至るのか。こうした問いを投げかけることは、日本語優勢の状況で
は顕在化しにくい「ことばとアイデンティティ」の関係性やその背後に存在
する「ハーフ妄想」「外国人ステレオタイプ（国別、地域別）」も視野に入れ
ることとなり、多言語化する日本社会の一面を包括的に捉えることにもなる
と考えられる。
4．むすびに代えて
　本研究ノートでは、限られた資料ではあるがフィリピンにルーツを持つ
日本人大学生 3 名の生活史をもとに、「ハーフ」としてのアイデンティティ
形成過程の一面を描き、言語関連事象を対象とする今後の研究課題や分析
視点について整理、考察を試みた。「混血」「あいの子」「ハーフ」「ダブル」
「ミックス」「国際児」などと呼称の意味付けの作業は、それぞれの時代ごと
に繰り返され、「名付ける側」と「名付けられる側」の誤解・嫉妬・羨望の
眼差しが入り混じり、曖昧さを伴いながら一般化してきた。しかし、国際結
婚家族には多様性が存在し、名付け行為によるある特徴を持つ集団の顕在化
は、そのイメージを固定化する危険も含んでいる。
　複数言語・文化間で生じる葛藤の中で揺れ動く子どもたちへの学術的関心
が高まりつつあるが、今回の調査協力者は母親の出身国とのつながりを部分
的に意識しながらも、「一般的な日本人」とほとんど変わらない状況であっ
た。自分の中の複数性を感じて「自己の異質性」に気づくが、そのつながり
を明確に示す言語的・文化的象徴を所有していない。日本社会では見えにく
い「内側からのグローバル化」ともいえるこれらの事例には、外国にルーツ
を持つ日本人学生の言語意識（メタ言語的知識）の分析という社会心理的側
面から「ことば」へアプローチする必要性が認められる。日本語や外国語
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（継承語、英語など）への意識を切り口として分析することで、「個人」「家
族」「組織（学校など）」「社会」など異なるレベルで作用する「個人的意識」
「社会的信念・規範」「ステレオタイプ」の実態も浮かび上がってくる。
　多民族化・多言語化が着実に進む日本において、過去 - 現在 - 未来をつな
ぐ「ことば」はどのような状況にあるのだろうか。また、どのような方向
が望ましいのであろうか。「ことば」のみならず、私たちの社会はどこへ向
かっているのであろうか。繰り返しになるが、C さん（⑪）の想いを心にと
どめることで、今後の調査・研究への励みとしたい。
私のような人間が自ら多文化教育を受けて自己理解を深めるだけではなく、周りの
人間みんなが多文化理解を深める必要があると思います。そうすることがお互いに
とって勘違いもなくなり一緒に歩める世界になるのではないかと思います。
註
 1）ましこ・ひでのり（2008）に日本における「人種」「民族」「国民」幻想が網
羅的にまとめられている。
 2）厚生労働省（2007）『平成 19 年度「日本における人口動態─外国人を含む人
口動態統計─」の概況　人口動態統計特殊報告』の出生に関する「父母の国
籍（日本・外国）別にみた出生数及び構成割合─平成 18 年─」を参照。http://
www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/tokusyu/gaikoku07/03.html 
　　（2011/9/25）
 3）S・マーフィ重松は「アメラジアン」に着目し、エスニシティー、アイデン
ティティ、エンパワメントという観点からアメリカにおけるジャパニーズ・
アメリカンを対象として調査を行い、1986 年にハーバード大学大学院に博士
論文として提出。その後、日本語による一般的書籍として 2002 年『アメラジ
アンの子供たち』を刊行。アメリカ、アジア各地、日本におけるアメリカ国
籍を持つ親とアジア諸国に国籍を持つ「アメラジアン」に焦点を置き、人種・
国籍の狭間でアイデンティティ形成をしていく過程での自己の内に存在する
他者性に関する問題を描きだし、それぞれが属する社会の中でマイノリティ
として周縁化されてきた実態や人権に関する問題を指摘している。
 4）山下（2009）は、日本が多文化多人種時代を迎えてきていることを示唆し、
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欧米系・アジア系「ミックス」へのインタビューを行い、彼らの個人的背景
やアイデンティティ形成過程、教育や家庭での経験をまとめている。彼らが
特別視された経験や差別された経験を通じて感じた日本社会の側面も描かれ
ている。また後半には、帰国子女 5 名、海外在住日本人 1 名のインタビュー
も加え、彼らの視点からみた現在の日本社会や国際人になるために必要な
「教育とコミュニケーション意識の変革」、「トランス・ヒューマンな人々（愛
他主義者で 21 世紀の歴史や同時代の人々の運命に関心を持ち、人道支援や他
者に対する理解に熱心であり、次世代によりよい世界を遺そうとする母性的
な人たち）の形成」を提言している。
 5）ヘフェリン（2012）は、日本社会の中で「純ジャパ」が「ハーフ」に対して
抱くイメージに起因する様々な誤解や体験談を示し、「ハーフ」の実態に迫っ
ている。純ジャパが抱く「ハーフ妄想」として、美人度、語学力、財力の物
差しがあると指摘し、語学力を縦軸（ペラペラ－話せない）、美人度（美人－
美人でない）を横軸としたマトリックスを用いて「ハーフ」を 4 パターン（I
＝理想ハーフ、II ＝顔だけハーフ、III ＝語学だけハーフ、IV ＝残念ハーフ）
に分類し、「ハーフ」の個人的背景により多様性が存在することを示してい
る。「ハーフ」の存在へ焦点を当てることで、現在及び今後の日本社会のあり
方への問いを投げかけている。
 6）『週間 SPA』9/18,9/25 合併号（111-115 ページ）には、インタビュー（個別体
験談）や座談会を通して集められた日本社会の中の「ハーフ」としての経験
を、外見・言葉・文化の観点から簡略にまとめている。日本社会に存在する
外国人に対する一般的なイメージ（ステレオタイプ）像と日本で生まれ育っ
た「ハーフ」の現実とのギャップから生じる奇妙な体験談を示し、さまざま
な背景を持つ「日本人」が存在する現実、そしてこれからの多様性を含む
「未来の日本人像」の可能性を指摘している。
 7）真田・庄司編（2005）は、日本の多言語状況について様々視点を提示し、基
本用語の解説、在日エスニック・コミュニティ、日本語の多様性、日本語政
策、海外の日本語の実情まで広範囲にわたり解説を行っている。
 8）2013 年度担当のゼミ生は、「総合ゼミ」（4 年生対象）の受講学生 10 名中、両
親ともに外国籍者 6 名、両親のどちらかが外国籍者 2 名、両親とも日本国籍
者 2 名となっている。「専門ゼミ」（3 年生対象）の受講学生 12 名中、両親と
もに外国籍者 2 名、両親のどちらかが外国籍者 2 名、両親とも日本国籍者 8
名であった。
 9）本研究ノートでは、「ハーフ」という語を異なった国籍の者が結婚（国際結
婚）し、その両親の間に生まれた子供を指す。「あいのこ」「混血児」「混血」
「ハーフ」「ダブル」「ミックス」「国際児」「国際児童」など名称の歴史的変遷
については、関口（2003）を参照（99 ページ）。これら名称の成立過程や示唆
「外国にルーツを持つ」日本人大学生のアイデンティティ形成過程　　175
する社会的・文化的意味合いの差異を認識しつつも、一般的に使用されてい
る名称としての「ハーフ」を使用する。調査者協力者も「ハーフ」を使用し
ていることも確認できたが、「ハーフ」以外の名称を使用した場合には、その
使用意図を反映するために使用した名称を用いることとした。また、関連文
献などで「ハーフ」以外の名称がほぼ同義として使用されている場合、関連
文献（原文）に沿う形で別名称を使用した。
10）筆者は 2012 年 4 月より亜細亜大学国際関係学部開講科目「社会言語学（3・4
年生対象）」、「総合ゼミ（3 年生対象）」「専門ゼミ（4 年生対象）」などの科目
を担当し、受講学生に対して科目担当教員としての立場で学生に接すること
となった。ゼミ志望理由書、ゼミや講義での課題・コメントペーパー、学生
との会話などを通じてフィリピンとのつながりを表明する学生に触れたこと
が彼らの存在への気づきとなり、その後の学生ネットワーク経由で多くの国
際結婚を背景に持つ学生を知る契機となった。詳細な実態は不明だが、現在
までにフィリピンにルーツを持つ学生が学部に 10 数名在籍していることが判
明した。
11）調査協力者には筆者の持つ関心について説明し、今回の調査趣旨を明確にし
た。口頭ではあるが、調査協力の同意を得た。教員と学生という関係上、そ
こに生じる一定の権力性を考慮する必要があると考えるが、今回の参加に関
しては自主性への配慮を行ったことをここに付記しておく。
12）小菅（2009）には、母親が「ガイジン」であること周囲とは異なる環境への
気づき、成長段階に応じた家庭や学校での個人的経験を通じた自己のルーツ
への気づき、日本の学校社会に身をおきながら周囲との関係の中で認識され
る「ハーフ」と「日本人」との間での意識の揺れ、これから望まれる多文化
教育への思いをまとめた構成となっている。文中では、教育分野で取扱いや
すい多文化像に収斂してしまいがちな現状を指摘し、同質性の高い日本社会
の中で自らの「差異」への気づき、時として痛みや悲しみを感じながら筆者
が辿ってきた自己認識の軌跡と周囲との関係構築を試みてきた経緯、「差異」
への気づきによる心の葛藤を振り返り、多文化教育の役割や今後望まれる多
文化共生社会の姿を問いかけている。
13）2013 年 1 月にグループでの意見交換会を実施し、この時に調査の趣旨説明
と課題エッセイを調査協力者に配布した。その後、自由記述欄を設けた電子
ファイルで作成した提出用フォーマットを調査協力者へ送付し、2013 年 4 月
中旬までに感想及び簡略な生活史についてメールによる提出を受けた。
14）ここでは詳細な「民族」「人種」概念の検討はできないが、一般的説明として
使用されている後天的特徴（文化的）による民族、先天的特徴（生物的）に
よる人種などの区別には疑問が投げけられている。竹沢（2005）は人種の概
念に対して人文科学と自然科学における多角的見地から検討を行い、その普
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遍性を考察している。子供という視点からみた日本の国際結婚については、
嘉本（2008）「＜子ども＞を通してみる国際結婚の歴史」137-155 ページに簡
略にまとめられている。
15）歴史的には国内外で数多の「日本人論」が展開され、学術的探究やナショナ
リズムとの関連で日本人の特殊性が強調されてきた。また、加藤（1956）の
ように日本文化の雑種性の指摘も行われてきている。ここでの「一般的な日
本人」は同質性が高いとされる日本社会に存在するステレオタイプな日本人
像を想定する。
16）「内と外」という基準による外国人ステレオタイプ像は時代とともに変化し続
けているが、一般的にアメリカ人、欧米人、金髪・青い目、英語話者、先進
国出身者などのイメージが想起されやすい。時として、「～系外国人」や「～
人（出身国）」などの名称は上記「外国人」含意とは異なる意味で使用される
こともあるが、ここでは国籍の異なる者の総称としての外国人を想定する。
17）「在日」在日コリアン（朝鮮・韓国人）の総称。最近では世代間格差が広がり
つつあり、世代によっては帰化（日本への同化）が進んでいる。一般的に国
籍、民族名使用、民族学校などにおいて日本人との異質性の特徴が見られる。
18）日本人の両親を持ち、海外滞在をある期間続ける中で滞在先の言語・文化へ
の一定の適応をした者を「帰国子女」として想定する。日本に帰国した際の
特徴として、日本での生活に逆カルチャー・ショックを受け、再度日本化
する努力などを強いられる傾向がある。帰国子女の存在により、「純ジャパ」
「半ジャパ」「変ジャパ」「ノンジャパ」などの典型的な日本人との乖離度を示
す派生語も生まれた。（宮智 1990）
19）文化的・言語的複数性を保持し、バランスの取れたバイリンガル（2 言語話
者）、マルチリンガル（多言語話者）、多文化に精通する者を想定している。
20）日比青年の高校生を対象としたアンケート調査（森川、2009）では、フィリ
ピンに対する誤解と偏見が存在する中で、日比青年は「日本の子ども」とし
て振舞い、自分のルーツやエスニシティを語ることを躊躇する傾向にあると
いう。さらに、周囲から「浮かないようにする」ことを促す同質化への有形・
無形の圧力が働き、国際結婚家族の子どもたちの「声」は封印されていく状
況にあると指摘している。
21）シャルロート（2011）は、「言語態度」「言語省察」「言語イデオロギー」「言
語意識」という「ことば」に対する思考や感覚を研究する際について使用さ
れる用語について、その借用経緯・背景を説明し、言語学分野における定義
や使用状況をまとめている。本稿との関係では、知識社会学に由来する「言
語意識」を「ある個人ないしは（実体化を経て）あるグループのメタ言語的
機能全体を総称詞」の意で使用する。こうした言語意識の考え方に備わる
発見的潜在力は、メタ言語的知識の再構築のみならず、社会的アイデンティ
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ティの分析や社会的秩序の知覚の分析への貢献につながるという（268 ペー
ジ）。
22）津田（2010）は、箕浦（1994）の文化的アイデンティティの「個人が生きて
いる社会・文化システムと自分をどのような関係においてとらえるかを示す
自己意識」という定義を用い、主観的な自己認識についての調査を母親また
は両親がフィリピン出身の青年を対象に実施し、彼らのどこにも属さないあ
いまいなアイデンティティを確認している。
23）ヘフェリン（2012）は、純ジャパが勝手に抱くハーフに対するイメージを
「ハーフ妄想」であるとし、理想的ハーフ像として容姿端麗であり、多言語能
力の保持し、経済的に裕福であることを挙げている。
24）市川（2004）、97 ページ。日本には、「幼児期から始めれば、自然に英語を習
得できる」、「幼児期から始めれば、ネイティブ並みの英語力を身につけられ
る」、「国際化した世の中で英語ぐらいぺらぺらに話せないと困る」などのバ
イリンガル教育に対するの「思い込み」があると指摘。
25）松丸（2007）は「我々は、ことばのイメージや人物類型のステレオタイプを
単に受容するだけでなく、それを意識的／無意識的に利用して言語生活をお
こなっている。それらは、普段はあまり意識されることはないが、実態との
ずれが生じた時に顕在化する」と指摘し、実態とのずれという点からもこと
ばのイメージにアプローチする可能性を示唆している。
26）鈴木（2007）はインドネシア在住の日本 - インドネシア国際家族、日本在住の
日本 - ドイツ国際家族の事例をもとに、言語・文化継承のメカニズムに関する
仮説モデルを提示。国際家族の言語・文化継承過程において生じやすい問題
点も指摘している。また、今後事例研究が積み重ねられていくことで「異文
化間家族学」という分野の発展が期待し、仮説モデルが国際家族以外の異文
化間家族や単一言語・文化家族における言語や文化の継承の理解、単一言語・
文化家族からは見えにくい心理的状況の解明にも有効に機能する可能性を秘
めているとしている。
27）猿橋（2009）、55-56 ページ。
28）河原（2004）、180 ページ。
29）白井（2013）、48-50 ページ。さらに、母親の視点からはタガログ語（または
母親が使用するフィリピン諸語）を使用しない環境を強いることは人権侵害
にもあたるとし、日本語のモノリンガル状況は母親の日本語能力の習熟度に
よっては子どもとのコミュニケーションにおける将来的な不安を残し、なま
りの残る日本語への否定的評価にもつながる可能性があると指摘している。
30）山下（2009）はフィリピン人女性が日本に来る背景についての略史を描き、
エンターテイナーから英語教師として稼ぎながら日本での生活を経済的に支
えているケースに触れて、日本社会の内側からのグローバル化を指摘してい
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る。また、河原（2011）はフィリピン人女性の英語力が日本社会においてプ
ライドを持つことができる源であるとし、「元エンターティナー」「貧しい国
からの出身」という負のイメージが与えられがちだが，英語力によって「英
語に堪能な国際人」という正のイメージに転換している状況を読み解いてい
る。
31）フィリピン人の母親を持つ日比二世の子どもへのインタビュー調査では、母
親がフィリピン人であるということを隠し、母親へ否定的なまなざしを向け
る傾向が確認された（高畑、2000）。また、思春期までの傾向として、母親の
存在を否定的に捉え、母親の存在を隠す「母親殺し」がみられるとし、年齢
を重ねていくにしたがって母親への認識は肯定的なものへと変化する傾向が
うかがえる（ルスタン、2013）。
32）ブルデュー（宮島訳、1991）の「文化資源」「文化的再生産」を参照。
33）“Heritage language” の日本語訳は「遺産言語」と訳される場合もあるが、カミ
ンズ・ダネシ（中島・高垣訳、2005）では、カナダ多文化・多言語教育につ
いての研究（Cummins & Danesi, 1990）では「継承語」が使用されている。カ
ナダにおける研究の「継承語」は、先住民とイヌイットの言語とカナダの公
用語（英語とフランス語）以外の言語を指すとし、未来へ向けて言語・文化
の継承を促す教育（継承語教育）のカナダでの実践が紹介されている。日本
語訳としては「継承語」が定着化しつつあり、「母語」「外国語」では捉えき
れない状況（親の言語とは異なる言語を使用する環境で生活）に対して「（親
から）継承（した）言語（・文化）」という概念が様々な地域や背景を持つ事
例に援用されている。
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